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こんにちは

•高原耕平といいます

•神戸生まれ、神戸育ちです

•「人と防災未来センター」
で研究をしています



きょうの流れ

１） 阪神大震災って、何やったん？

２） 死ぬことと、「わたし」

３） ことばと生活



１．「阪神大震災」って
何やったん？



•「1995年1月25日に地震が起き
て、神戸、西宮、淡路島が大き
な被害を受けた災害」

•6,434名が亡くなった。



•灘区では932名が亡くなった。

•およそ、134人に1人のわりあい。



「災害」で起きること

•ひとが亡くなる。

•いろいろなものがこわれて、生活ができな
くなる。

•いつ、だれが被害に遭うか、わからない。
あ



阪神大震災とは何だったんだろうか①

•たくさんのひとが、苦しんだ できごと。

•たくさんのひとが、おどろいた できごと。



阪神大震災とは何だったんだろうか②

•たくさんのひとが、がんばった できごと

•「元通りの生活にもどろう」

•「次に地震が起きても、ひとが死なないようにし
よう」



阪神大震災とは何だったんだろうか③

•死ぬ必要のないひとびとが、とつぜん、6,434名
も亡くなった できごと。

•神戸のひとたちは、このことを、うまく考えられ
ずにきたかもしれない。



阪神大震災とは何だったんだろうか③

•「亡くなった方々の分まで生きていこう」は、答
えではない。



2．死ぬことと、「わたし」



人間はなぜ死ぬのか

•理由① 細胞が酸素を必要とするから

• わたしたちの体は、たくさんの細胞
からできている。

• 肺に吸い込んだ酸素は、血液によっ
て、細胞に運ばれる。

• 酸素が届かないと、細胞が壊れる

• 細胞がたくさん壊れると、死ぬ



人間はなぜ死ぬのか

•理由② 細胞の中の設計図が、すり減るから

•
• 細胞は、毎日たくさん壊れている
• 壊れた分、細胞は分裂（ぶんれ
つ）して数を増やす

• 分裂するとき、細胞のなかの設計
図（DNA）がちょっとすり減る

• 何回も分裂していると、うまく分
裂できなくなる



死んだらどうなる？



死んだらどうなる？

•身体は硬くなり、次にくさり始める。

•埋められていない場合、1週間～数ヶ月で骨だけが
残る。

•お葬式のあと、ご遺体を焼く（火葬）

•100年ほど前までは、焼かずに埋めていた（土葬）



死んだら、「わたし」はどうなるん？



死んだら、「わたし」はどうなるん？

•天国へ行く？

•別の人間や、別の生き物に生まれ変わる？

•真っ暗？



死んだら、「わたし」はどうなるん？

•確実なこと① どうなるか、わからない

•確実なこと② だれもが、何らかの仕方で、死ぬ

•確実なこと③ あなたが死んだら、周りのひとは、
すごくすごくすごくすごくすごくすごく、かなしい。



3．ことばと生活



生きている、ってどういうこと？



生きている、ってどういうこと？

•心臓がうごいている。

•うんこが出る。

•なにかに気づいたり、うれしかったり、かなしかったりする。

•お腹がすいたり、ねむくなったり、やる気がでなかったりする。

•昔のことを思い出す。未来のことでわくわくする。

•友達や家族と話したり、遊んだり、けんかしたりする。



生きている、ってどういうこと？

•いろいろな「生きてること」が、「わたし」にま
とまっている。

•気づいたら、「わたし」がいる。



生きている、ってどういうこと？

•細胞をたくさん集めてくっつけても、「わたし」
にはならない。



なんで、「わたし」は「わたし」なんだ
ろう？

•お母さんが産んでくれたから？



なんで、「わたし」は「わたし」なんだ
ろう？

•「わたし」が「わたし」であることの、根本的な
理由は無い。

•「わたし」であることを、どこかで決めるのでは
ない。



「わたし」は、いつ「わたし」になる？

•「ことば」と「生活」を通じて。

•話すこと、聞くこと、聞こえること、読むこと、
書くこと。

•起きること、寝ること、食べること、考えること、
遊ぶこと、休むこと、思い出すこと。



ことばと生活

•ことばと生活が やせ細ってしまうと、自分が生き
ていることの意味が わからなくなる。

•災害や戦争では、ことばと生活が ぼろぼろになる。

•「ことば」をていねいに生きてゆくことは、災害や
戦争を生きのびることにつながる。



ことばと生活

•6434名のひとが亡くなったことを 受け止め直す
ためにも、「ことばと生活」は たいせつ。



おわりにします

おつかれさまでした

風邪ひかないでね！


